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潜水艦モノは面白い！それが弁護士兼映画評論家たる私の持論だが、まさ

か、かわぐちかいじの人気漫画『沈黙の艦隊』が実写化・シリーズ化されると

は！戦後の平和憲法と日米安保条約の下で、“非核三原則”と“専守防衛”に

徹してきた（縛られてきた？）日本も、故安倍晋三内閣の下で2015 年に「安

保法制」を確立させたが、原潜の保有は夢のまた夢だ。 

第1作（『シネマ55』158頁）では、海江田四郎艦長による独立戦闘国家〈や

まと〉の建国とその独立宣言に驚かされたが、第2作たる本作では、日本の連

合艦隊がロシアのバルチック艦隊に大勝利した『日本海大海戦』（69年）なら

ぬ、原潜同士の「北極海大海戦」の息詰まる攻防に注目！「魚雷戦ヨーイ！」

だけではない、複雑極まりない氷の下での、ソナーを核とした原潜対決のリア

ルさを堪能したい。 

他方、本作では“やまと選挙”と“やまと保険”に注目！竹上総理は、独立

国家〈やまと〉の建国を認めたうえ、日米安保条約とは別に〈やまと〉との軍

事同盟まで締結したからすごい。さらに、与党の猛反発を受けるや、新党の結

成と衆院の解散・総選挙を決断。そこで見事に勝利し、「軍備永久放棄」を掲

げる鏡水会との連立まで決意したが、そのココロは？さらに、鏡水会が提案し

たやまと保険とは？ 

本作は五氏による自民党の総裁選挙の真っ最中に公開されたが、バラエティ

色さえ漂う総裁選挙のバカバカしさには、いささか辟易中。それに比べれば、

〈やまと〉建国に端を発した、本作の政治闘争と軍事衝突はメチャ面白い。竹

上総理の姿に、2005年9月11日の郵政解散総選挙を断行した小泉純一郎元総

理の姿をダブらせるのは私だけ・・・？ 

沈黙の艦隊 北極海大海戦 

2025年／日本映画 
配給：東宝／132分 

2025（令和7）年9月28日鑑賞 東宝シネマズ 

 

★★★★★ 
監督： 吉野耕平 

原作：かわぐちかいじ『沈黙の艦隊』

（講談社「モーニング」） 

出演：大沢たかお/上戸彩/津田健次

郎/中村蒼/笹野高史/夏川結

衣/酒向芳/江口洋介/前原滉

/風吹ジュン/渡邊圭祐/松岡

広大/リック・アムスバリー/

ブライアン・ガルシア/ドミ
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─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── 

■□■あれから２年、待望のシリーズ第２作が公開！■□■ 

司法修習第26期の私の弁護士登録は1974年4月。独立は1979年7月。そして、「週刊

モーニング」に連載中だった、かわぐちかいじ原作の人気漫画『沈黙の艦隊』を知ったの

は、40期の女性弁護士が私の事務所のイソ弁として入所した 1988年だった。同作の面白

さに夢中になった私は、公私ともに超多忙な中、その漫画をむさぼり読んだ。他方、2002

年 6 月に『SHOW-HEY シネマルーム 1』を出版した後、弁護士兼映画評論家としての

道を歩み始めた私が、「潜水艦モノは面白い！」を持論として掲げたのは、『U ボート 最

後の決断』（03年）（『シネマ 7』60 頁）を観た時から。以降私は、『ローレライ』（05年）

（『シネマ7』51頁）、『Uボート』シリーズ、『レッド・オクトバーを追え！』（90年）等々

の「潜水艦モノ」の面白さを力説した。 

そんな私は『沈黙の艦隊』の映画化を長い間切望していたが、同時に「『キングダム』の

実写化は可能だが、『沈黙の艦隊』の実写化は到底ムリ。なぜなら、日本はまだまだ朝日新

聞的な平和主義（平和観？）が横行し、原潜や核武装化をテーマとすること自体がタブー

なのだから」と思っていた。そんな状況下で見事に実写化された実写版『沈黙の艦隊』（23

年）を観たのは2023年10／5だ（『シネマ55』158頁）。その「みどころ」で私は、「『キ

ングダム』は既に 3作が公開され、第 4作も予定されている。今後は毎年夏にシリーズ化

された両作をタップリと楽しみたいものだ。」と書いたが、あれから 2年後の2025年 9／

26から遂に待望の『沈黙の艦隊』第2作が公開！ 

■□■なぜ「北極海大海戦」に？■□■ 

『沈黙の艦隊』第 1 部は、導入部での海江田四郎艦長（大沢たかお）による独立戦闘国

家〈やまと〉の“建国宣言”を終えた後は、『東京湾大海戦』というサブタイトルのとおり、

東京湾における米国第 3 艦隊と〈やまと〉との対決がハイライトになった。そこで興味深

いのは、この戦闘が「日本の領海内での戦闘だ」と判断した日本の首相・竹上登志雄（笹

野高史）の命令により、深町（玉木宏）艦長が指揮する自衛隊の潜水艦「たつなみ」が、〈や

まと〉の護衛任務に就いたことだ。そんな思わぬ援護（？）と「たつなみ」の献身的な自

己犠牲もあって、〈やまと〉は米国第3艦隊に堂々と勝利したからすごい。 

米国大統領ニコラス・ベネットが第3艦隊に〈やまと〉撃沈を命じたのは、〈やまと〉を

核テロリストと認定したからだが、その判断は正しいの？そりゃ根本的におかしいので

は？米国第 3 艦隊との東京湾大海戦に勝利した独立戦闘国家〈やまと〉のその後の行き先

は当然米国大統領との会見を約束したニューヨークだが、なぜシリーズ第 2 作のサブタイ

トルが「北極海大海戦」に？ 

■□■北極海大海戦における〈やまと〉のお相手は？■□■ 

『沈黙の艦隊』第 1 部でみた「東京湾大海戦」の相手は、米国第 3 艦隊だった。他方、
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「戦後80年記念 決定版！日本の戦争史」で観た『日本海大海戦』（29年）における日本

の連合艦隊のお相手は、ヨーロッパからはるばるウラジオストックに入るべく極東にやっ

てきたロシアのバルチック艦隊だった。それに対して、本作における〈やまと〉のお相手

はベネット大統領が送り込んだ最新鋭原潜〈アレキサンダー〉と〈キング〉だから、本作

では最新鋭原潜同士の息を吞む静かな「北極海大海戦」に注目！ 

■□■やまと選挙に注目！現総理が新党結成、解散・総選挙に！■□■ 

2024年9月に行われた、9名の立候補者による自民党総裁選挙に勝利したのは、意外に

も（？）石破茂氏だった。すると彼は、「政治とカネ問題」で危機に追い込まれた「安倍派」

を一掃すべく、一気に衆議院を解散し、総選挙へ！2005年9／11に行われた小泉純一郎総

理による「郵政解散」の成功例を踏まえれば、多少のリスクはあっても、石破新首相はそ

うするはず。私はそう思っていたが、残念ながらその予想は当たらなかった。その挙句、「石

破降ろし」の大合唱の中で、彼は辞任を表明せざるをえなくなってしまったから、アレレ、

アレレ・・・。 

そんな自民党の体たらくぶりを連日目にしている私は、本作に見る民自党総理・竹上登

志雄による「やまと支援」の表明と〈やまと〉との（軍事）同盟の締結に拍手！さらに、

それを貫徹するため、衆議院の解散と総選挙の実施を決断し、新たに、新民自党を立ち上

げた竹上首相の決断に拍手！ 

他方、民自党幹事長の海渡真知子（風吹ジュン）はもちろんそれに猛反対だ。それに対

して、内閣官房長官・海原渉（江口洋介）は竹上支持に回ったが、さて、日本国の行く末

を占う大論点を含む「やまと選挙」と銘打たれた衆議院議員総選挙の結末は如何に？ 

■□■〈アレキサンダー〉VS〈やまと〉北極海大海戦の行方は？■□■ 

『日本海大海戦』では、T 字作戦の立案をした名参謀・秋山真之の出番がなく、連合艦

隊司令長官・東郷平八郎のカッコ良さが突出していた。また、巨大プールに浮かべた数多

くのミニチュアセットで撮影した円谷英二特技監督による特撮は迫力十分で、まさに日本

海大海戦の全貌（？）を楽しむことができた。それに対して、本作は、「北極海大海戦」と

サブタイトルが付いているものの、本来原潜同士の対決は静かなものだから、本作中盤の

息を呑むその展開に注目！本作で海江田四郎艦長が見せる北極海大海戦でのさまざまな作

戦にはかなり難解な部分があるが、その専門的分野を勉強することによってその作戦内容

をしっかり理解したい。 

〈アレキサンダー〉は〈やまと〉の性能をはるかに上回るアメリカの最新鋭原潜。そし

て、その艦長ジョン・A・ベイツは、米政界の名門ベイツ・ファミリーの養子で、将来を嘱

望された超エリートらしい。私は松山市にある中高一貫進学校たる愛光学園中等部に1960

年 4月に 9期生として入学したが、入学時の校長先生の挨拶は、アメリカのケネディ家に

おけるジョン・F・ケネディ大統領の育て方と、彼に対する畏敬の念だった。それと対比す

れば、本作のジョン・A・ベイツは、いわば米政界の名門ベイツ・ファミリー家におけるジ
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ョン・F・ケネディ！？ 

それはともかく、このジョン・A・ベイツ艦長が指揮する最新鋭原潜〈アレキサンダー〉

は、1950 年代の米ソ冷戦の時代から、“海中の冷たい主戦場”だった北極海の中で特殊訓

練を続けていたから、北極海の中はすべて頭の中（データの中）に入っているらしい。そ

のため、〈やまと〉を待ち受ける〈アレキサンダー〉は自信満々だ。その手強さは、海江田

自身が誰よりもわかっていたが、〈やまと〉が北極海域に突入すると、すぐにその背後につ

けられ、ジョン・A・ベイツ艦長から海江田に対して、「魚雷発射の準備が完了した。直ち

に指定する位置に浮上せよ」と事実上の降伏勧告が告げられたから、アレレ、アレレ。や

っぱり彼我の原潜の能力の差は如何ともしがたいの・・・？ 

さらに、〈やまと〉が何とかそれをかわすと、今度は〈やまと〉の前方に〈アレキサンダ

ー〉が登場してきたから、アレレ、アレレ。〈アレキサンダー〉は、海中内を 60ノットも

の超高速で移動しているの？そんなバカな・・・？本作にみる原潜同士の対決はクソ難し

いが、手に汗を握る緊張感でいっぱい。その製作秘話は、パンフレットにある、「スペシャ

ル座談会 CG/VFXチーム緊急招集！『沈黙の艦隊 北極海大開戦』ができるまで」の「01 

ツインホーンズ〈氷の空洞〉」、「02 ナイアガラ・フォールズ 要撃作戦のジグザグ航行」、

「03 潮目による反射の違いを表現したテストCG」、さらには白石光氏（戦史研究家）の

コラム「原潜の熱きバトルフィールド、北極海」等に詳しいので、それを参照。 

ジョン・A・ベイツが米政界の名門ベイツ・ファミリーの養子で超エリートなら、海江田

だって、頭の回転や決断力では決して負けてはいない。目まぐるしく移り変わる“北極大

海戦”の展開の中で、海江田がたどり着いた“ある真実”とは？そして、それを前提とし

て海江田が次々と繰り出す素晴らしい作戦の数々とは？そのネタバレは厳禁だから、なぜ

〈やまと〉が絶体絶命の危機を免れ、〈アレキサンダー〉に勝利できたのかについては、あ

なた自身の目でしっかりと！ 

■□■「軍備永久放棄」を掲げる鏡水会代表の動向に注目！■□■ 

“やまと選挙”が実現したのは、竹上総理と海江田元首との会見の中で、日本国と〈や

まと〉が（軍事）「同盟」を締結したためだ。それまでの日本は、日米安全保障条約を大前

提に、非核三原則（持たず、作らず、持ち込ませず）を遵守し（固執し）、自衛隊は専守防

衛に徹してきたが、「アメリカは本当に日本を守ってくれるの？」。そんな疑問と共に、「自

分の国は自分で守る」を信条とする女性政治家・曽根崎仁美（夏川結衣）を代表とする悟

信会の勢力も増大していた。そんな中、民自党幹事長の海渡真知子は従来の主張を曲げな

かった（ブレなかった）が、民自党の総裁であり、現職の総理大臣たる竹上が、それまで

の民自党の政治を 180度転換して、日米安保条約とは別に〈やまと〉との（軍事）同盟締

結に踏みきったのはすごい。これは、幕末の動乱期における「薩長同盟の締結」以上の青

天の霹靂だ。 

そんな争点の中で迎えた衆議院議員総選挙は、小泉純一郎総裁が決行した2005年9／11
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の「郵政選挙」以上の注目を集めたのは当然だ。考えてみると、20年前のあの「郵政選挙」

では、堀江貴文氏の立候補が大きな話題を呼んだが、本作では、「軍備永久放棄」を掲げる、

鏡水会代表・大滝淳（津田健次郎）の動向に注目！「軍備永久放棄」と聞けば、誰でも「何

を子供のような理想話を！」と一喝してしまいそうだが、彼の主張の内容はすごいので、

それをしっかり考えたい。さらにすごいのは、彼の行動力。彼はベーリング海峡に向かう

〈やまと〉の海江田艦長（元首）の突撃取材をするべく、ヘリに乗ってベーリング海峡に

飛んだが、その目的は？ 

総選挙の結果は、新民自党が勝利し、鏡水会も大躍進。そして自分自身も国会議員にな

った大滝淳は、竹上総理と“連立政権入り”を協議する中で、あっと驚く「やまと保険」

を提案するので、その内容とその構想力の大きさにも注目！ 

■□■日本も原潜の保有を！その賛否は？２つの社説に注目！■□■ 

＜2025年9月29日付読売新聞 社説＞ 

 
安倍晋三元総理が 2022 年 7／8 に発生した銃撃事件によって死亡してしまったことが、

実に大きな国家的損失であったことは、その後のさまざまな政治的大混乱を見れば明らか
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だ。他方、安倍内閣が 2015年 9／17に成し遂げた「安保法制」がいかに大きな功績であ

ったかが、10年後の今、次々と明らかにされている。その1つが、防衛省が設置した「防

衛力の抜本的強化に関する有識者会議」が 2025年 9月 19日付でまとめた「報告書」だ。

あなたは、日本が原潜を保有することに賛成？それとも反対？ 

それについて、前掲の9月29日付読売新聞は、「新たな選択肢も議論の時だ 防衛力強

化提言」と題する社説を、後掲の9月28日付朝日新聞は、「有識者の提言 原潜導入 布石

への懸念」と題する社説を掲げたので、この際しっかり読み比べたい。もちろん、読売新

聞は賛成の立場、朝日新聞は反対の立場だが、その優劣は？ 

この「報告書」の内容に興味を持つ人は、連日 TV放送されているくだらない 5人の候

補者による自民党の総裁選挙の姿を見るよりも、本作の鑑賞をお勧めしたい。TV討論会に

見る奥歯に物の挟まった、訳のわからない、通り一遍の議論（トークショー）を見る時間

があれば、ぜひ本作を 132分間じっくり鑑賞し、その後さらにじっくり考える方が有意義

であることを、私は強く訴えたい。 

＜2025年9月28日付朝日新聞 社説＞ 
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■□■第１作もアニメ版計３作も同時期にTV鑑賞！■□■ 

近時は話題作の宣伝のため、その劇場公開のタイミングに合わせて、シリーズ前作や関

連作品をテレビ放映するケースが増えている。本作もそのケースとなり、9／26（金）にシ

リーズ第 2作たる本作が劇場公開されることを知った私は、当然、第 1作のTVでの放映

を予測していた。すると案の定、関西テレビが9／25（木）、9／26（金）の2夜連続で『沈

黙の艦隊』第1作を「特別編前編」、「特別編後編」の2回に分けて放映した。 

そればかりか何ともありがたいことに、BS12が「日曜アニメ劇場」として『沈黙の艦隊』

アニメ版の第1作（96年）を9／21（日）に放映し、続く9／28（日）には『沈黙の艦隊』

「VOYAGE2」（97年）、「VOYAGE 3」（98年）をまとめて放映した。大劇場での本作の

鑑賞に伴って既に鑑賞したシリーズ第 1 作を再度鑑賞できたことと、未鑑賞だったアニメ

版計3作をこんな機会に初めて鑑賞できたことに感謝！ 

■□■高市早苗新総理に期待！■□■ 

「石破降ろし」旋風の中でやっと実現した“フルスペック方式”による自民党総裁選挙

の結果、「大本命」とされていた小泉進次郎氏ではなく、高市早苗氏が選出された。その直

後の10／10に勃発した、公明党の「連立離脱」のニュースには驚愕させられたが、高市氏

は半分泣き顔になりながら（？）も、“鉄の女”と称された故サッチャー首相を目標として

いるだけに、それにめげず、日本維新の会との連立を模索し、直ちにそれを実現。遂に10

／21、第104代内閣総理大臣に就任した。 

そんな中、10／21付産経新聞は、「有事を読み解く 第44回」として「崩れつつある『潜

水艦の優位』」と題する次頁の興味深い解説を掲載したが、さあ、高市総理は新内閣でいか

なる安保政策を？私は、『沈黙の艦隊』シリーズに見る竹上総理の構想力と胆力には感心し

きりだが、昔から私が尊敬している政治家、高市早苗氏なら、決して竹山総理の構想力に

も胆力にも負けないはず。そんな高市新内閣の決断と前進力に期待！ 

2025（令和7）年10月24日記 
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＜2025年10月21日付産経新聞＞ 

 


